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A はじめに

古代国家の文化交流は、自律的な関係と他律的な関係において存続した。瓦はエ人や当時の

知識層によって他地域に伝播し、また受容された。筆者は、瓦の受容には、受容国の文化的な

意志と嗜好が大きく作用したと考えている。とくに軒瓦は、国家や時代によって多様に変化・

発展し、そして衰退していくという文様の流れを知ることができる。その様式的な特徴は、国

家間交流の研究において重要な資料になるであろう。軒瓦という糸口を通して、建築と工芸な

ど当時の社会相を研究し、文化史を復元する必要があると考える。

6世紀の新羅は、智證王と法興王の代に体制を整備することで、内在的な発展を遂げた。こ

の時期は、新羅のみならず、韓半島の三国が政治・社会的に飛躍的な発展を遂げた時期であり、

互いに適度に牽制しつつも、均衡を図った時期でもある(1)。新羅は、百済や高句麗、そして中

国を通じて先進文物を受容すると同時に、一つの政治システムとして、仏教による国論統一と

理想的な社会の実現を目指す志向性がうかがえる。

当時の仏教は、宗教的な役割以外に、先進文物を輸入する窓口としての役割もあった。仏教

の公認によって寺院の造営があいつぎ、仏像、塔、建築、工芸などに飛躍的な発展がみられた

のである(2)。新羅が土着社会の壁を乗り越え、巨大な寺院を造営した6世紀は、新たな文物の

導入期にあたる。とくに瓦は、建物の建立にさいして非常に重要な器物である。したがって、

仏教の公認は、瓦の利目すべき発展を招来する契機になり、かつエ人たちの職制を含む生活条

件を向J:.させたであろう。

東アジアの対外交渉を理解する作業は、非常に難しく、慎重を期さねばならない。とくに交

渉は、国家、民族、地域の間の対等な交流を意味し、肯定的な側面のみならず、否定的な側面

も明らかにする必要があろう(3)。こうした立場に立ち、 5,...__, 6世紀における東アジア諸国の瓦

の中心的な文様であった蓮華文様の微細な変化を通じて、国家間の流れを検討し、共通点と差

異点を導き出したい。

本稿では、以上のことがらを念頭に置き、三国の軒瓦の研究成果(4)を整理しつつ、 6世紀の

新羅の軒丸瓦の製作年代を検貫寸し、蓮弁の淵源を考えていきたい。また、6世紀の新羅の蓮華
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文軒丸瓦の重要性に着目して論を進める。しかし、資料的限界と筆者の瓦に対する理解不足の

ために、多くの誤謬がふくまれている可能性はある。それでも、新羅における軒丸瓦の受容過

程を明らかにする一助になれば、という思いで作成したものであり、ご海容願いたい。

B 5-6世紀の新羅周辺諸国の軒瓦

5"" 6世紀は、高句麗、百済、新羅が互いに攻防する緊迫しだ情勢にあった。高句麗の故国

原王は百済の近肖古王に殺害され、後に百済の蓋歯主は長壽王に殺害された。さらには、新羅

が管山城で百済の聖王を殺害している。このように、非常に緊迫した情勢のなか、三国間では

外交的な関係を含めた文物交流が適宜営まれていたのである(5)。

皮肉にも、この時期の新羅の軒丸瓦には、高句麗と百済の瓦に見られる要素が多く認められ、

三国の交流を明らかにする一つの手がかりとなる(6)。とくに6世紀の新羅の軒丸瓦は、製作技

法のみならず、文様にも高句麗や百済との親縁性が強く見られる。このことは、三国が緊張関

係にある中でも、ある時期や期間は密接に交流していたことをうかがわせる。すなわち、三国

の冷厳な国家関係は相互の文化的な断絶をもたらしはしたが、時には緊張が緩和し、文化交流

が行われたと仮定してみることもできよう。

6世紀の新羅の蓮華文軒丸瓦には、高句麗と百済の要素が見られることから、 新羅は両国の

先進文物を受容して建築物を造営したと考える。 6世紀の新羅の瓦が重要な点は、高句麗と百

済の文化を受容が読み取れ、後に統一新羅の瓦へと継承されていくことであろう。

(i)高句麗、百済系蓮華文軒丸瓦の受容

6世紀は、新羅で軒瓦が初めて製作された時期である。蓮華文軒丸瓦の蓮弁の形式（型式）

によって百済系、高句麗系、新羅系に区分される(7)。このように、新羅軒丸瓦が三つの形式に

分かれることは多くの研究者が認めているが、軒丸瓦の発生時期や、蓮華文の起源を含めた高

句麗系や百済系の属性についての分類は明確にされていない。また、高句麗系と百済系の軒瓦

が新羅瓦の発展にどういう影響を及ぼしたのかについても、具体的な研究は進んでいない。こ

うした研究は、新羅瓦の機能的な側面のみならず、当時の計画された荘厳性を理解する手がか

りになろう。

また、高句麗系の瓦が新羅地域に波及して新羅瓦のモチーフとなり、その発展を促したとい

う点については、以前から多くの指摘がなされた(8)。しかし、新羅地域に伝播した高句麗系瓦

については、吉林や平壌地域の出土資料を具体的に提示せずに、文様のモチーフのみで区分す

る傾向がある。たとえば、新羅の蓮華文軒丸瓦の中で、蓮弁中央に凸線を有するものは少なく

ないが、それを高句闇の影響を受けたものと判断しきってしまう場合がある。これは日本の学

界でも認められている考え方で、高句麗瓦を区分する基準にもなっている。このような状況は、

新羅瓦に対する明確な概念が研究者間に共有されておらず、早急に修正すべき点があることを

暗示していると考える。
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新羅瓦に見られる高句麗系の要素は、形式と特徴を定義しにくい。そして、 百済系の新羅瓦

は、熊津期の瓦との類例性を根拠として、漠然と 6世紀前半頃に受容したとみる説が支配的で

ある。こうした状況は、新羅軒瓦の製作時期と対外交渉に閲する研究の障害となるばかりでは

なく、新羅瓦の正確な編年設定の悪影響にすらなる。

(ii)高句麗系蓮華文軒丸瓦

高句麗瓦は、吉林地域と平壌地域の瓦に大きく区分される(9)。ここで詳しくは説明できない

が、吉林地域の車干瓦は、色調は灰褐色で、文様が蓮華文、平壌地域の軒瓦は、色調が赤色で、

文様は蓮華文以外にも多様に発展した、と要約できる。また、両地域の瓦は、胎土と文様、色

調、製作技法などにおいて細分が可能である。それにもかかわらず、新羅の高句麗系軒丸瓦と

関係があるのはどの地域で、どのような形式であるのかという点については、いまだに明確な

回答が提示されていない。

これまでに慶州付近から出土した高句麗系蓮華文軒丸瓦は、 月城（固 1 ー①•②)と皇龍寺跡

（図2・3)などである。前者は、月城該字の5,....,_,5世紀の遺物と伴って出土している。後者は、

皇龍寺跡から出土したスペード形の蓮華文軒丸瓦である。そのほかに、財買井跡（図4)など

から出士した軒丸瓦が高句麗系に見えるが、確証がないので、ここでは除外する。

まず、月城から出土した車干丸瓦の特徴は、次のようである。蓮弁は八弁で、量感あふれる表

現である。蓮弁の先端部と稜線を三角形状に鋭く仕上げている。この軒丸瓦は、表面の硬さか

ら見ると、かなり高い温度で焼成されており、 厚さも薄い。瓦の厚さは建築構造物の重さと密

接な関係があると指摘されており、その製作には、高い技術を有するエ人の熟練した技が必要

であったろう。

ところが、図1ー②の軒丸瓦は、瓦当面が狭いという理由で、 1弁の蓮弁を逆に配置してお

り、間弁もほかに比べて小さい。蓮弁外側の溝も粗雑で、外縁の半分ほどは箔から粘土がはみ

出し、段になってしまっている。これは、高い技術をもたないエ人が製作したか、あるいは不

良品と見るよりほかない。当時の月城は最高権力の中心部であり、最裔級の器物が用いられた

と見るほうが合理的だが、不良品、またはきちんと仕上げられていない軒丸瓦が月城に使用さ

れた状況をどのように理解したらよいのか。

また、別の形式として、皇龍寺跡出士の高句麗系蓮華文軒丸瓦がある(10)。この軒丸瓦は、蓮

弁先端の幅が急に狭くなる、いわゆるスペード形式（図2・3・20)であり、百済系の範囲にお

さめることはできない。この瓦は、重呈感のある中房とそれ以外とを分けて瓦箔に粘土を押し

詰み、製作している。そのため、 工程が複雑となり、大量生産には無理があると判断できる。

また、軒瓦製作における複雑な工程(11)は、不要な手間がかかり、製作時間が長くなる。経済的

にも非効率的で、諸々の面において悪影響を及ぼすであろう。すなわち、このような形式の瓦

は少量生産に適したもので、皇龍寺のような大規模寺院への供給用としては、多少不合理な製

品のように見受けられる。それにもかかわらず、このような瓦が皇龍寺造営に関連しているこ
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図1一① 月城出土蓮華文軒丸瓦 図1一② 月城出土蓮華文軒丸瓦

圏2 皇龍寺跡出土蓮華文軒丸瓦

図3 皇龍寺跡出土蓮華文軒丸瓦

図4 財買井跡出土蓮華文軒丸瓦 図5 大通寺跡出土蓮華文軒丸瓦
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とに、当時における皇龍寺の社会的な位置が読み取れる。

結局、このような新たな形式の蓮華文軒丸瓦の出現は、消費先の重要性と関連するものと考

えられる。この蓮華文軒丸瓦は、胎上が安定しており、高い温度で製作された典型的な三国時

代新羅の瓦の特徴を有する。精巧かつ安定感のある蓮弁の形状から、代表的な新羅の蓮蔀文軒

丸瓦と評価することもできよう。そして、蓮弁と間弁が三角形状を呈すること(12)から、前述の

月城該字出土の蓮華文軒丸瓦との類似性を考えることができる。

(iii)百済系蓮華文軒丸瓦

百済系蓮華文軒丸瓦は、月城該字を含めて勿川里(13)、安康六通里窯跡(14)、そして慶）小I付近の

乾川や内南面望星里（花谷里）窯跡から出土した。百済系軒丸瓦は、灰白色と灰褐色の系統で

あり、文様形式は百済の熊津系軒瓦と酷似する。類似する熊津期百済の瓦は、公山城をはじめ、

大通寺跡、艇止山遺跡、西穴寺跡（図5-----7)などから出土している(15)0 

しかし、綿密に分析すると、細部形式には若干差異がある。すなわち、新羅地域出土の蓮華

文軒丸瓦よりも、百済地域の蓮華文軒丸瓦は、蓮弁の先端に配置される珠文が小さく弱いこと

が観察できる。筆者は、新羅地域に見られる百済系蓮華文軒丸瓦は、熊津期の瓦と対応するの

ではなく、熊津期より先行する様式と判断する。したがって、このような形式は、熊津期前期

の建物や漢城期末期の建物の瓦と関連がある可能性を提示したい。なぜなら、熊津期の軒丸瓦

は、蓮弁が退化・簡略化する段階と理解でき、新羅の百済系軒丸瓦よりもむしろ後出する可能

性がうかがえるのである。今後、漢城、熊津期の瓦において、より先行する形式が出土する可

能性を考慮しておく必要がある。

次に、熊津期に流行した百済の蓮華文軒丸瓦が、新羅瓦の発展にどのような影響を及ぼした

のかについて注目する必要がある。実際に、慶州地域から熊津期百済の影轡が見られる蓮華文

軒丸瓦は各遺跡から出土しており、百済瓦が新羅瓦の発展に決定的な影響を及ぼした点につい

ては同感である。この点に関しては、最近、慶州内南面望星里窯跡から同じ形式の蓮華文軒丸

瓦（図8)が出土したことで、月城への供給が明らかになり、同伴遺物から 5世紀後半まで遡

る可能性が指摘されている。

したがって、百済系瓦は、 新羅地域に普及したのち、6世紀代には新羅の蓮華文軒丸瓦の成

立に決定的な役割を担ったのみならず、徐々に発展する基盤をつくったと考えている。

三国時代新羅瓦の展開は、百済から蓮華文を受容し、これを徐々に新羅化させていく動きと

推定できる。このような推定は、新羅瓦の採用された百済系瓦の弁端を丸く処理した蓮弁や、

Y字形の間弁の流行からも裏づけられよう。今後の検討が求められる。

C 5-6世紀の新羅周辺諸国の軒瓦製作技法

6世紀の新羅の蓮華文軒丸瓦は、製作技法から大きく二つの形式に分類できる。それは、円

筒形の丸瓦を瓦当裏側に接合し、丸瓦の半分を切る技法と、あらかじめ半載した丸瓦を接合す
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図6 艇止山出土蓮華文軒丸瓦 図7 西穴寺跡出土蓮華文軒丸瓦

図8 内南面望星里窯跡出土蓮華文軒丸瓦 図9ー① 月城出土蓮華文軒丸瓦

図9ー② 月城出土蓮華文軒丸瓦

図 10ー①勿川里競馬場敷地瓦窯跡出土蓮華文軒丸瓦
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図10ー②勿川里競馬場敷地瓦窯跡出土蓮華文軒丸瓦

図 10ー③勿川里競馬場敷地瓦窯跡出土蓮華文軒丸瓦

図11 平壌土城里出土軒丸瓦
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る技法である。このうち、前者は「一本作り」 (16)と呼ばれ、月城該字の軒丸瓦（図9ー①・②）

をはじめ、勿川里競馬場敷地出土の軒丸瓦（図 10ー①～③)、内南面望星里窯跡の軒丸瓦（図8)

などが代表的である。一方、乾川、安康六通里窯跡から出上した蓮華文軒丸瓦は、蓮弁は百済

系であるが、製作技法は後者に入る。月城から出士した蓮華文軒丸瓦には熊津期の形式が認め

られ、新羅軒丸瓦の製作開始年代を6世紀前半に遡らせることができる。また、勿川里をはじ

めとして、内南面望星里窯跡からも同じ形式の軒丸瓦が出土し、宮に供給した瓦窯の位置が明

らかになった。

6世紀前半の百済系蓮華文軒丸瓦の一本作りという特殊な製作技法は、中国西晋以前に見ら

れる技法と類似する(17)。この技法は、瓦当裏面の円筒下半部を約0.5 cm残るように切り取るも

ので、韓半島の楽浪と漢城期の軒丸瓦においても観察できる(18)。年代的には、楽浪地域から出

土する雲気文軒丸瓦（図 11)が先行し、その次が嘆城期である。ただ、楽浪の雲気文軒丸瓦が

韓半島の瓦の発展に影響を及ぼしたのかについては、いまだ疑間である。楽浪出土瓦の文様と

胎土、そして製作技法には、平壌の裔句麗瓦と直接な関係を示す要素を見出すことができない、

という難題が残っている。

最近、百済前期の瓦について、活発な研究が進められており(19)、粘七紐による製作、厚さの

不均衡、微細な布目痕、泥条盤築技法などの特徴が見られることが指摘されている。こうした

特徴は楽浪瓦との関連性がうかがえ、漢城期の瓦は楽浪の瓦とつながる可能性を示している点

で注目される(20)。今後の楽浪と高句麗、そして百済瓦の関連性を明らかにする資料の発見に期

待したい。

漢城期百済の軒丸瓦としては、風納土城、夢村土城、石村洞、三成洞から出土した資料があ

る。この時期の車干丸瓦文様には、点文、幾何学文、草花文、蓮華文、銭文があり、新羅の軒丸

瓦と製作技法が類似するものとしては、風納土城、夢村土城、石村洞出土の軒丸瓦を挙げるこ

とができる。

この中で風納土城から出土した軒丸瓦（圏 12)は、製作技法については百済系の新羅軒丸瓦

と同じであるが、文様は全く異なる特徴を有する。また、 夢村土城出土の蓮華文軒丸瓦（図13

―①•②)には、蓮弁が菱形のもの（①)と単弁のもの（②)の二つがあり、菱形のものは瓦当

裏面が湾曲している。単弁のものが製作技法において新羅の百済系軒丸瓦と類似する。さらに、

石村洞から出土した銭文軒丸瓦（図 14) も新羅の車干丸瓦と製作技法が同様である。

6世紀前半の百済系新羅瓦は、粘土紐を用いた成形と厚さの不均衡など、初期の瓦陶兼業段

階の特徴が認められ、漢城期百済の瓦の特徴と判断できる。一方で、文様の面では熊津期の瓦

と近い。結局、軒丸瓦の接合技法から見ると、新羅瓦は楽浪、漠城期と同じ範疇に含めること

ができると考える。この時期は、粘土紐による成形技法が特徴的であり、初期の軒瓦製作に土

器工人が参与していたのかについて注目する必要がある。
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図12風納土城出土軒丸瓦 図13ー①夢村土城出土軒丸瓦

--, 軍—· -

図13一② 夢村土城出土蓮華文軒丸瓦

図14石村洞4号墳出土蓮華文軒丸瓦
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D 6世紀の新羅の軒丸瓦の起源と編年

(i)軒瓦の起源

5 五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

瓦研究者は、 6世紀の新羅の軒丸瓦を百済系と高句麗系に分類しており、前者は南朝から影

響を受けたという点を重要視している。筆者は、百済の蓮華文と南朝の関連性について異論は

ないが、それ以前の漢城期百済でも蓮華文が流行していたことに注目したい。

新羅の高句麗系軒丸瓦は、その起源については明らかになっていない。ただ、吉林あるいは

平壌地域の蓮華文軒丸瓦と形式が似ていることで、高句麗と関連づけている。しかし、上原和

氏は、高句麗壁画に見られる蓮華文を構造的に分析して、それら壁画の蓮華文と吉林地域から

出土する高句麗の初期の蓮華文軒丸瓦を関連づけた(21)。すなわち、高句麗安岳1号墳の西側室

被葬者主人図（図 15)、舞踊塚壁両（図 16)、長川 1号墳（図 17)、 双櫓塚（図 18)などで見

られる蓮華文は、吉林地域出士の蓮華文軒丸瓦の文様と同ーであることを明らかにした。また、

こうした形式は、中国山東省祈南画像石と廿粛省酒泉県丁家2号墳などの蓮華文と関係がある

と指摘した。さらに、天王地神塚壁画に見られる人字形の大斗は、北斉に見られ、北魏で流行

した華北地方の建築様式であるとする見解(22)が提起されており、高句麗建築と北斉、北魏との

密接な関連性についても念頭に置いておく必要がある。

一方、高句麗古墳壁画と新羅瓦にみられる蓮峰形の蓮華文は、中国固原北魏墓でも確認され

ている(23)。この墓からは、錐斗、陶器、銅帽など、多量の北魏系遺物が出土した。 とくに、漆

棺の蓋に描かれた図像（図 19)は、高句麗璧画や新羅瓦に見られるY字形蓮峰文と類似し、そ

の関連性を類推できる資料になる。また、この墓の副葬品の中には、ササン朝ペルシアの貨幣

(457"-'483年）が含まれている。このことから、蓮峰形蓮華文は、北魏時代から高句麗、新羅

地域で流行した文様と仮定することができる。こうした推論が認められるのであれば、新羅の

蓮峰形蓮華文（図4・20)は北魏の文様との関連も考えられる。 このように、蓮峰形蓮華文につ

いては、高句麗吉林地域の太王陵出土の蓮華文軒丸瓦（図21)や、前述した高句麗古墳聴画お

よび固原の北魏墓との親縁性について注目 したい。

絵画とは違って、瓦については、エ人集団が直接に往来して技術を伝えるという側面も考慮

すべきである。ただ、新来文化の伝播経路を検討する際には、たとえ材質が異なる要素であっ

ても、形式的な特徴を通して、その相関性を理解する手がかりとなろう。とくに蓮華文は、国

家や時代によって、多様な特色を持ちつつ変化していくので、対外交渉の実相を調べる際の重

要な資料になると考える。国家の文化発展は、周辺文化圏の交流による文化受容のみならず、

それを独自に発展させ、継承していく文化変容の過程こそが重要であろう。

(ii)蓮華文軒丸瓦の編年

研究者は、新羅における軒瓦の発生を、おおむね6世紀前半と考えている。 『三国史記』新羅

本紀祗摩王11年 (122)の「風によって瓦が飛ぶ」という記事をそのまま信じる研究者は少な
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図 15安岳3号墳の蓮華文 図16舞踊塚の蓮華文

図17長川1号墳の蓮華文 図 18双楢塚の蓮華文

図19固原北魏墓漆棺画の蓮華文 図20皇籠寺跡出土蓮華文軒丸瓦
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5 五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

い。しかし、古代の韓半島では、高句麗で4世紀以前に軒瓦を製作しており (24)、百済でも漢城

期から本格的に瓦を使用している。また、 5世紀に入って土器製作技術が飛躍的に発展するこ

とを強調しておきたい。これらの点から、新羅瓦の発生時期をより遡らせて考える方が合理的

ではないかと考えている。

従来、新羅瓦の発生時期を遅く考えた理由は、『日本書紀』の仏教伝来と瓦の技術がともにも

たされたという記事であると考えている。ただ、高句麗と百済で4,--....,5世紀頃の建物に軒瓦が

使用されたことは、現在までの研究成果によって認められている。それに対して、新羅のみが

6世紀になってようやく瓦を用いるようになったと見るのは不合理である。新羅瓦の研究者が

軒瓦の発生を6世紀と考えるのは、軒瓦の出現が仏教寺院の創建と軌を一にする、という固定

観念によるものである。仏教公認の際に社会的に強い摩擦が生じた新羅が、仏教寺院よりも先

行して宮や官街に瓦や軒瓦を葺いたという筆者の仮説は、いまだゆるがない。実際、瓦の使用

が寺院よりも宮の建物で先行したとみることは、それほど無理はない。瓦の研究方法に客観的

で合理的な方向性があるにもかかわらず、その解釈が先入観によって縛られてしまうことは止

揚すべきである。

新羅の高句麗系瓦は、月城核字や皇龍寺跡出士例が代表的である。その中で、月城該字出士

の蓮華文軒丸瓦は、その起源がどこにあるのかについてはいまだ不明瞭であるにもかかわらず、

蓮弁の形式と製作技法、そして表面の硬さから、高句麗系であると判断されている。こうした

軒丸瓦は、これまで月城のみで確認されている。よって、この軒丸瓦の製作年代について、皇

龍寺の創建年代である 6世紀半ばを下限、上限を6世紀前半としても無理はないであろう。筆

者は、月城該字出土の高句麗系軒丸瓦を、月城から出土する蓮華文軒丸瓦の初期段階におきた

い。外縁の処理が未熟であること、ほかの遺跡から出士していないこと、そして呈感あふれる

古式の蓮弁と三角状の間弁などが他の軒丸瓦とは異なるからである。また、その軒丸瓦が5世

紀の士器と共伴して出士することも理由の一つとなる。

一方、高句麗系軒丸瓦は、皇龍寺創建を契機として大きく変化する。蓮弁が、従来の三角形

のものから、先端が急に縮小する、いわゆるスペード形に変化した。こういう形式は廃瓦堆積

から出士するので、皇龍寺創建期あるいはそれ以前に製作された可能性もあろう (25)。一方で、

Y字形の凸線をもつ軒丸瓦の破片（図20)は1点のみであるので(26)、その製作年代の決定には

慎重を期さねばならない。この瓦については、吉林地域で流行したY字形の蓮弁と高句麗古墳

の壁画の蓮弁、そして固原の北魏墓に見える蓮弁との関係に注目したい。

高句麗系の新羅軒丸瓦は、珊旋古塁山城(27)出士の軒丸瓦（図22)のように、蓮弁と間弁が三

角形状で力強い印象がある。ただ、この形式の瓦を製作した窯がどこに存在するのかはいまだ

不明で、研究に限界がある。瓦の工房で当時のエ人が使用した土器を含めた生活容器や、窯で

の生産品などが、対外交流の確実な物的証拠となろう。

百済系軒丸瓦の製作技法には二つの形式が見られる。 一つは一本作り、もう一つは接合式で
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図21 太王陵出土蓮華文軒丸瓦
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図22弧薦古塁出土蓮華文軒丸瓦

図23乾川西面出土蓮華文軒丸瓦
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5 五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

ある。二つの技法は同時期にみられる。前者は製作技法の面で漢城期と関連するが、文様は熊

津期のものと類似する。すでに指摘したように、熊津期の公山城、艇止山遺跡、西穴寺跡、大

通寺跡などで出土した軒丸瓦は(28)、蓮弁の先端の珠文が、新羅の百済系軒丸瓦よりも小さく弱

い。その点で、新羅軒丸瓦が熊津期より先行段階である可能性が考えられる（図 23)。また、

新羅瓦の製作技法は漢城期の軒丸瓦と関係があることから、製作時期が熊津期半ばに編年され

ている点については、修正を加える必要があると考える。今後、熊津期前期の遺跡あるいは漢

城期末の遺跡から軒丸瓦が出土すれば、新羅地域軒丸瓦の発生年代についての問題はある程度

解決されると期待する。

まだ推論の段階ではあるが、新羅軒丸瓦の出現時期は5世紀後半から 6世紀初頭と想定して

も無理はないと思う。こうした推論によるならば、新羅の軒丸瓦が、熊津期の軒丸よりも先行

する百済の軒丸瓦形式の影響を受けて製作された可能性も考えられる。熊津期の瓦は文様が定

型化し、製作技法のうえでも本格的な発展の段階に入っている点も強調しておきたい。

E まとめ

以上、新羅と周辺諸国の瓦について検討してきた。述べた内容に明確な裏づけがないことは

自認している。ただ、新羅の宮跡から出土する軒丸瓦は、熊津期の軒丸瓦より先行する可能性

が高い。従来の編年には修正を加える必要がある。また、最近の調査で、慶州の遺跡から百済

のより先行した軒丸瓦が出土しており、新羅軒丸瓦の出現は従来いわれていた6世紀前半より

も遡る可能性が高いと考えている。筆者は、具体的な物証というよりは、形式的変遷を中心に

して、新羅の百済系軒丸瓦が熊津期よりも先行する可能性に考えた。この推論には、今後、批

判が予想されるが、百済の都であったソウルと公州地域の発掘調査を通じて、確実な証拠が得

られることを期待する。

本稿で新羅と周辺諸国の瓦について検討した内容は次のとおりである。

① 月城該字から出上した高句麗系、百済系の軒丸瓦の出現は、 6世紀第1四半期あるいは

5世紀の後半まで遡る可能性がある。

② 史料を信用しないとしても、新羅における瓦の使用時期を6世紀前半とみる見解は修正

を要する。また今後、平瓦の発生時期についても、特定時期にあらかじめ限定せずに、

考古学的な発掘調査成果に基づいて検討する必要がある。

③ 一本作りの技法については、中国、韓国、日本の研究者による相互の比較検討が早急に

求められる。この技法が、古代韓半島において楽浪、漢城期百済、新羅初期の瓦に共通

して見られることに注目すべきである。

④ 新羅は、 6世紀初め以前に高句麗系と百済系瓦の製作技術を受容し、その変容と発展を

図り、 6世紀半ばには高句麗系の新形式が出現したことを明らかにした。また、新羅で

流行した高句麗系の蓮華文は、北魏でも流行したモチーフである可能性を提起した。
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金有植
（國立扶餘博物館）
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期間を付丑01政治，祉會的立豆飛躍卦刊痰展音卦毀ユ，入1豆適切吋牽制斗均衡合

01早毀せ刈フl 叶フl王卦叫皇 01 入］フl せ叫ヒ剖ス~l 叫~ ヱ．干因ユ叫ヱ． 中國晉通卦吋

先進文物音受容卦毀ヱ，庄牡司叶叫咽司刈土哺旦豆叶 佛数叫セ告正暑 筈甜図論統一叫

理想計會暑賓現卦ユス｝も｝セ性向音旦刊叶．

咽刈佛敦茫宗教的目的叫011先進文物晉輸入も｝告窓口役割号卦毀叶．佛赦公認を

寺刹叫 建立晉瀦伴習旦豆M7 佛像，塔，建築，工藝 号叫分野叶l叶 飛躍的剋被展音

招来卦啜叶．盆せ叫7}堅固牡土着祗會叫 壁晉 司晉ヱ 巨大牡寺院晉建立卦毀屯 6世紀告

新文物叫導入期01叶．特司フl叫告建築物建立叶l外核心物品01叶．叫叫吋佛敦叫公認を

フl叫叫甜目翌殺展音招来卦告縦起碧口｝咆卦毀晉翌せ o}叶叫，匠人晉叫 職制吾豆粁翌

生活典件合向上刈烈晉嗅01叶．

号o}刈o}叫射外交渉晉理解卦告作業名 口l辛 叶昔ヱ 憤重音且牡叶．特司 交渉を國家，

民族，地域間叶I01早叶スlセ針等牡位置叶l吋叫交流暑意味卦旦豆 打定的芸を否定的

役割音糾明甜01=牡叶．翌 01叫牡唱背011入i5-5入'1]フl号o}入l叶諸國叫フl斗セ蓮花文

中心01旦豆文様叫微細翌形式愛化暑苦卦吋せ立社叫立晋晉把握卦ユ共通分母斗

叶0園号 導出甜01=牡叶．

01甘豆セ札舎牡人棧障晉念頭01]手立，付叶フl斗叫咆子入j叫碧生スが翡回 6入'1]フl

せ叫午叩詞 ~l吋詞暑麟虹，咆妥釧淵源音廿咽甜旦立ス｝粒叶．王粒 6 入'1] フl

せ叫せ叫せ午訃刈フ｝文};zl卦告号3忍 011 着眼司吋せセヱ詈~ 司令楼｝啜叶．ユ叫叶 01吾を

資料叫限界叫筆者叫初歩的フl叫 理解午歪立豆 剋卦吋 鴇合誤謬晉01吼叶甘フ｝吾唱正
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烈叶．も区lせせ叫叩l叫賛平謹。l瑚沿頭l王号o]中叶旦哨a]咄譴紐呼

叫哨詞l外卦咽卦啜フl 叫lせoJl 唱妥剋早是を付司晉叫l 刈容恕詈• 干剋叶．

2. 5,...._,5 入~lフl せ叫手用拉llヨ到叫哨

5"-'6 入~l フl告ヱ子吋，剖対!, せ叫7} 入1豆晉ヱ~ 晉叫き礼卦剋~ もl-裂a] o] 叶スl き~ 礼咽叫

咆今a]毀叶. ~~l叫近肖古王をユ干叫叫故図原王音せ人｝入l対フlせ音 ~l吋卦ユ，引 a] 叶

訓~l叫 7胆声社を長壽王oJl711吋外暑喝卦告礼卦翌刈フl毀叶．庄剋せ叫セ牲せ入おl入1

入か甘音札人ド料令丑叫翌対lフ｝そ咽叫唱舎a]毀叶. o]叶芍令｝憩叫l外付云を叫丑卦

世111暑王習翌茫晉皿弄フ｝苺習き直 o]早叶烈晉旦剋叶_fil

0阿叶叶もMl正 o] 刈フlせ叫叫 咀到ゼ令国刈oJl告ユ干国叫判刈lフl叫叫l旦o]毛

且仝晉o]ヨ711叶卦叶甘叶叫丑井暑 0捻腟民社入77} fil国フl正剋叶．号司 6J..7]フlせ叫

唱卦せ午叶刈告ス~l卦フl唱晋吐 0}1-,l叫翌°よ叫唱み刀｝スl正ヱ子i11,~ ス~l叫 uTI辛親縁性o]

7Jさ回せ舎翌召背叫世琲舎叶l叶唱咽翌フl 社~ 号せを唱唱剋豆弄暑司啜屯刈全l晉

号哨琲 歪叶． 弄 付奇叫咽唱料丑フ｝牲刈セゼ斜せ習音主琲司トスl祖，咄豆セ 唱入l科

卦琲せ判フl 今叶l外科習剋~ せ到到立井7}烈毀叫セ椴定晉甜鯖午烈叶.6 J..7]フlせ叫叫

咆卦せ午叩l告ユ子叫， 測~l叫 且仝晉o] 旦o]フl叫lゼ叫lせ叫セ OJ母叫 せそゼ晉晉

午各さ回せ寺晉晉 ~l卦も桟がキヱ咽叶翌叶. 6 J..7]フlせ叫 フl叫フ｝号且司外l早叫国き.o]弁令き

ヱ子叫斗測ス~l叫岳卦尋 午%, 唱ネい国 唇唱せ叫 フl叫豆 111令入l烈叫セ対o]叫．

1) ユ子司，暉~lオl'ti卦も←午訃入TI 4-% 

6 J..7]フl-c-せ叫叫l入1司刈抄l斗フト司音立豆吐晉叶スlセ刈7]0]ユ，咆卦せ午叫刈叫 咆羮

習叫oJl叫叫湖対l対l,ヱ子吋対l,せ叫対l豆干翌碍団．傘渇せ叫午叩詞 3哨叶巷弄告

旦モ 咆子ス｝晉o] 琲え~l豆号叫さ｝スl吐，叫世 午司刈l 叫曽•入炉l フl, 咆癸叫 フl剖号翌習剋

丑子叫，判対~111 今入d是井晉咽叫さ只l も戸l 妥司五エ烈叫．庄剋-~含司ユ子叫111,判対~111

斗喝o]せ叫フl叫世せoJl吋号司啜セスloJl 叫翌子対l卦咆子正~ 川7l司茫°ドl叫．せ含剋

外冤}oJlt:J1翌咀そ合召丑せ叫 フl叫叫 フl号科剋芸咆翌世o]o}叫叫唱刈 111斜せ忍l-唱恐晉

°膚卦セも胆恥l逍嗅°団．

叶音立豆ユ子叫刈 フl叫7} せ叫スl~oJl 叫甘E回国吼叫呈司旦碧 ~l吾司啜円吋を

唱叫早日せ訃晉oJl 叫琲スl卦辺国毀叶．さ戸lせせ叫ス国oJl~叫国毀屯ユ子叫 111 フl 叫~叶l

叩胆怜ラ召唱芸名咀唸スl~ 壱呈吾晉子対l苺立豆ス~l刈も戸l 妥翌哺，翌°おl入i .':::::. 叫スl告

叫咽吋刊 呈国旦計音己叶豆子茫も圧咽落o]毀叶．王牡せ叫咆卦せ午訃刈叫咆妥翌

7}を叶l 活付o] 叶畔叶告咽吋晉丑子叫叫せ咽立豆旦フl 圧~ 司-~琲， o]司剋召甜告

唱せoJl 入1正還毬国0 ユ子叫 111 フl叫尋苦弄卦セフl歪立豆卦号剋叫．せ子ス｝晉—合せ叫
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5 五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

フl斗oJ]t:J1 剋• 哨函翌 1TI唱01咽叫国スl緑o}司立フ｝毀毀吾晉せ咽琲oj:も}ユ，刈甘司午咽01

唱且習号吋畢l手告叶l入にl叫ユ咽訃司叫．

咽叫さ回せ中咆，せ叫 7]叫叶l旦0応醒叩]7]叫叫且仝告咽聾号麟砂釦l

叶唱叶．ユ叫ユ測スq]オlせ叫フl叫セ音恩刈フlフl叫晉叫咽琲AJ-叫弁外令｝晉そ7l呈

卦翌も戸ll 6 入~l フl ぞ~oJ] 令号卦毀叶セそ甜フ｝ス]1:1月卦 o] 叫. o]叫芍 AJ-令をせ叫斗喀叫

スql卦刈フl叫叫叫五L{阿l牲寮咆子詈 7}豆叫告背oTI晉唱普見 o}叶叫ぐl叫フl叫叫咽糾克

咀せ号咎咽司セl;]l叫咽咽立豆卦令いせ叫．

2) ユ子ol'Al~岐午~J..TI

ユ子国フl斗"t" 召卦ス19'1 叫• 哨°炉19'1 フl叫豆ヨオl 子翌。翌せ叫．剋咽せスl 咆旦豆~ せ司l

ス｝外l翌習喝名咽苛卦スl剋せ唱ス19'1叫咽名到せ刈叫咆卦翌，咀OJス19'1叫甘名卦刈叫

咆卦岳 01叫oJl王叶°よ料岳OJ立豆屯札烈叶告疫立豆且叶吋午烈叶．ユ叫ユ咽スl国

7]叫セ琲豆叫せ味，ユ叫ヱ~ 豆思叫刈王，対l吋フl唱号入~l早吋子茫01 フ｝告司叫．コ月阿l正

昔干も肛1せ叫叫ヱ子吋対l午訃刈フ}0, とス19'1,0, 叫翌翠凶叫ろ歪否剋~ 咽唱毛7'11詈図工

烈-c-7阿l 叫剋卦岳oJl告午子圧~ 喝糾翌甘屯晉スいlさ｝スl妥粧叫．

乳スl刀にl 麿手司召·oJl叶裔呈乳丑子叫7'11~卦翌午国刈セ~ そ手号l令｝（闘 1—①，②）叫

塔吾外スl(圏 2,3) 号叶l吋壱豆せ弁昔01 毀叶．礼ス｝セ疱入d甜ス国 5-5 入~]71 弁替晉叫

吾せ奢呈司毀ヱ， 卒ス}-c- 塔吾外スloJl入1 音呈粧土琲°匡 咆姿習晉スlせ 咀翌叫

刊卦せ午訃刈 苦 01吐 01耳や11スl叫咽スl(岡 4)号叫l叶 壱呈乳ユ干叫刈豆 旦01告 叫午叫

斗喝01 烈スl 計~ 子対13:J 号7l7} 叙立旦豆~ せ~ 曽豆叫も}oJl入iA]l叫卦71 豆~ 翌叶．

せスi唱入d甜ス｝壱豆ヱ子司7'11 叫国名叫音叫せ名号恩晉旦剋叫．辛せせ妥盟名

8 唱 o] 叶°よ社o] 口l辛フc1-王国ユ双叶．庄．翌~ 咆癸名吾世叫吾せ晉~ 付叫習立呈~ フc1-せ司外l

対叫卦毀叶．国今0101叫咽を 豆咆叫吋王豆 替 吼 ]]TI辛 告名を正oJ]吋仝入d国毀音豊いせ

o}叶叫早冽lフ｝祉叫セ号咽01 毀叫．咆子ス｝晉を 7]叫叫早冽]7} 礼奇子王晉叫司号叫

唱唱剋牲咆01 烈毀号疫立豆咽叶司ヱ，号司早冽l暑徘lllせ三セヱせ王叫卦唱名

忍玲l晉叫蒋.g_xユ暑午せ卦啜晉嗅o]叶.o]叫喝を（圃 1ー②）丑咆吾社叫早盃立豆せ甜

1 7胆叫翌音国立豆 豆咀卦ユ烈音 悲社 o}叶叫社翌正叶邑 翌叫 H厚卦君卦咆司叶亘叶．

ユ叫立茫OJ叫叫卦吾晉叫今も杓ll 司叫卦毀ユ，叫芸叫 F~]早叫晉咎粧立豆叶午叶せ音

ロ桟択｝英司唱旦刊叶．吾丑 01 叫咽名叶せフ｝旦亘ll] 叫全剋~ 咽靖oJ旦01告琲，ユ刊刊を

フl含崎キ¾O] 咀咽牡せ7'1] 叶l 王曽司•スl 芙粧咽剋o] 対l卦司啜刀叶~ 芸名遍巷吾旦豆手咽習

午計oJ]叙叶．喝入l帝l令！名司豆 子司叫↑背早啜豆，叫叫刈卦立甘晉晉閉外g司啜叶告

手邑01~叫到01叶．せ菩吾芸名吋入dも}lll刈l卦乳 oj叫喝01道吋oJl入卜8司啜叫告外令音

叶瑶lllさ胆斗甜oj:吋スl 叶l 叫剋~ ヱ剋01叫邑叫．
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王叶邑咽斗合培巻入｝スl 叶l吋竜豆翌• 国召叫ユ子国7-ll せ卦翌令叫刈フ｝烈叶．皿 o]

斗喝を名晏翌叫音せ恥l甘革l寺琴臣所謂仝琲°匡咽科（圏 2,3, 20)01旦豆

叶叫翌 7-ll旦豆正測A]]7-ll岳OJ唱手oj]豆卦習午叙叶.01斗甘を背炉l7尺｝フ8-:£.叫告

ス｝喝早叫~ 号°よ早叫l 唱丘叫仝スl 碧~ 唱叶喝ヱ叫唱立豆囚毀咆如l叫．ユ琲入1 ス~l卦号炉l

贅鱈紐呈由虹噌晉吋午叡氾嗅竿豆世訊団．王翌珀喝晉ス~l輝臼l

号吋翌刈l卦吾ス~ill名咽綱替唱且翌号?cl o] 午杜咀竪せ叫叫ス~l平l社01 仝鯰匡豆

存ス~l卦甘川賛主?11さ回刈せ吋社叶l 叫咽落音主琲図嗅o]叶．号 o]叶芍習斗を A]]晉到

仝苦咽せ叶l 否習卦ユ，名卜唇—入｝斗せを叫廿五［人｝咎そl 忌i号立豆吾甘卦7回lだ叶仝

昔習叫牡ス~l吾旦豆旦せ叫．ユ唱 oJl王遍子司·Jl o] 叫剋ス~l吾o] オ叫翌塔唇外せ雨oJl

牲咆叫毀叶告入｝全名喝刈入｝立l叶l入1憩唇外7} 文にlざ｝告寺格叫号且入d晉. 0膚習キ

烈叶． 召丑°同牡新形式咆卦岳午卦刈叫奢習合入H訊叫そ且入d叫牲司o] 毀毀せ

疫立豆 0柊輯午烈叶.01咆卦翌午訃刈告琲豆フ｝スl号司吐咽叫立，ユゼ舟l叶仝咽卦O

牡哨卦せ甘苧l叫せ叫フl叫到号恩晉旦剋叫．庄翌 o] 叫哨名咽丑剋・ せ妥翌晉o]

吐咽社号旦01旦豆せ叫咆卦岳午叩H暑叫豆怠閉卦叶．号司 01午訃刈王社翌叫晏翌叶l

付訃付叫且仝盟フ｝旦o]旦豆せ舎料道入d琲ス｝奢豆咆卦翌午国刈叫叫升—入｝習音~ 裂音~ 午

烈叶．

3)湖A]]7-llせ綬キ叩l

湖対17-ll咆卦せ午訃刈七舟l入d甜ス｝尋 1:l]妥ざ回勿川里凰安康六通里窯址旦）ユ叫ユ

咽手刊そ叫乾川，ユ叫ユ卦そ内南面望星里窯址叫l外脅呈叫毀叶．利含翌圃対j7-ll 

午訃刈セ立膚淵叫到せ社 7-ll還a]エ，ゼOJ翠卦名音そ17-ll園閂l叫咽叫号唱もh斗.a]ゼOJ叫

号唱翌号せ平lフl叫令ラ吾せ入d晉 1:l]要翌大通寺址，艇止山弁卦，西穴寺址（圏 5,6, 7) 

苦叶l外音呈乳嗅号叫日l五［国咀午毀叫．

ユ司叶背ス｝暑円唱も}711 是科さl せ叶刊入~l早咽科叶l外叶01吾湛召吋午烈叶． 否

号せ刈フl せ卦せキ叫刈l セ~ 剋叫スlQ:j oj] 入1 晉豆-~ セ~ キ叫刈旦叶妥翌昔せ:oJlBB吋司}~ 手せo]

叶卦国セ習も}o]世毯せ叶．唱ス｝告せ叫スlQ:j oJl 入i 旦o]モ ~A]]7-ll咆卦岳午国刈フト号札刈フl

咆卦せ午訃刈叫 1:l厚叫吋01o}l-]叫 立司叫号利7図せ咽°よ叶立豆旦告嗅o]対叫吋刊

も胆やl叫丑牲せせ叶．叫叫叶 o]叫芍咽人を音そフlせフlせJll社斉苦叫芍令｝刈フl唱フl

社奇号叫フl叫晉叫牲せ叫毀晉フ｝吾咽音入l習外l対jJ..]司iエス｝剋叶．琲叶司兒1号召刈フl

午訃刈告咆妥盟o]せ叫叫英旦E 国卦卦エL社苛卦国告せ7-ll豆 o]琲国0 湖対l対lせ叫

午訃刈フl叫旦叶立司叫ス~l卦刈フlフ｝美叫葱 7}岩·Ad 圧~ 唄旦o]フl叫lゼo]叫．咽平芍唱フl叫

判ス~l フl叫苓名~ 音そ快lフl叫杜咽習人フl叫フ｝透呈唱 7}号令！叫吋スl賛甘叶早叶a]: 唱

疫01叶．
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5 五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

ユ落叶せ号召刈フl 叶l 弁咽司啜屯卦対閂l せ到翌令国刈フl- せ叫~ 令国刈唱忍.oil0, 国剋

咽畦音口l烈告スl子呈琲暑唱且フl-毀叫. {l~l 咽手スlQcj叶l入1号せ7-ll咽勢oj 看取叫告

咆卦せキ叶刈セ〇叫弁叶 011刈壱豆国0 園対~7]叫7} せ叫7]叫叫甚そ阿l そ咽ろ咽冤｝晉

叫拭叫~ 刈合阿l告苦-~剋叫. oj 叫丹咆司吋司召~ 咽手叫甘咀喝喝叫 フl-ロl-日叶l入1号唱翌

哨斗叫 翌卦茫午訃刈（圏 8)フl- 音豆司叶 道入おl吾甘卦毀せ 嗅立豆 慧拉叶烈ユ，王翌

号屯弁晉晉015 叶l フl 卒計刀にl も冦中社 7怯戸』王烈叶セ召甜7} ス~l フl 叫立毀叶．

叫叫刈国訊l刈フl叫告ぐ叫スlQcj 011 旦廿古~o, 6 入~l フl そ早£7 ぐl叫咆卦翌フl叫叫習令阿l

君ス詞年習号も｝麟悪せ 01-中叫砂虹翠豆叫曇口｝訊炉ユ炉印．

甘丑刈叫仝叫 フl叫到 葱1Rき湖対l豆早司 咆卦ゼ合を 令号司-Jl 01 遷~ 習司l-唱咎入lヲ

せ叫卦卦告吐7-ll豆屯卦国毀叶ヱ手咽乳吐°団剋セスl告せ叫フl叫-oil哺号判測ス1けl

フl叫叫号召~ 咆妥翌昔せ吋叫叫 Y ス｝習叫社翌叫弁—咽晉唇舗外王否堪咽午毀叫．咽噂こ

01早せ叶l琲粒付正烈セ召豆フ｝且子せ叶．

3. 5~6 入~lフl せ叫手咆~lヨ~ 叫喝到対l吋フl唱

6 入~l フl せ叫叫翌卦岳午訃刈告刈l卦フl 見l~阿l入1三17112唸叶立豆是弄乳叶．空唸人を

剋筈咽午ヲl斗暑吋習卦ヱ午ヲl叫叫咎剋晉ス｝旦告喝唱叫~ 午ヲl 叫碧~ 習剋立豆ス｝亘立~ 叫刈

畏咆oil早傘尼咀辛l毀ヰ. oj フ埓琲牡ス｝告企判 一本造血叫替叫告英旦豆

殖入d琲ス｝（圏 9—①，②）暑 川妥剋 晉堪叫 咽叶背早吋（圏 10ー①，②,③) 壱呈， 』甘円 喝入j 叫

且刈（岡 8) 奢豆吾oj 吼豆せ叶．奢呈苦フ｝岳Ell 社~, 叶な合吾叫且スl奢呈咆到ゼ今国刈

号を羮翌叫咽叶を削対l刈°図杜，ス~l叶フl 唱名~ 卒ス}oil 今剋叶．号司剣入d甜ス｝壱豆剖対~Al

せ卦せ午訃刈き号そlフl 唸凶晉旦~手旦豆仝l叫叫令訃入TI~l卦 開始詈 6 入~l フl 吋~.2呈

召叶畠叫告ス｝豆フ｝叫毀叶．庄翌晉利叫暑.l:l]妥翌 』甘咀喝入j叫 7}叶E阿l刈王号唱剋

咀吋oj奢豆司叶音逍スl011 吾廿司啜~ ~l卦仝叫判えl 晉~ 糾剣刈対子毀叶．

6 叶l フl~世判対l刈翌到せ午訃刈フ｝一本造叫セ号午翌. ~l卦フl唱号旦ojセ琲 oj 嗅名

号丑叫叶召 oj葱011 旦o]告対l卦フl 唱叫弁外司埒_ill 。1 喝唱名令司—入詞妥翌晉吐 0.5cm

圧壱叫rll甘刀早立ス｝旦セ キ用立豆．入1ユ叫 翌軋圧叫 叶喝，粧入むlフl叫 キ訃刈叶l旦_o]告

ス~l卦フl 唱 oj叶饂コ剖外叶喝スlQ=j oi1入i奢豆叫茫哨牛岳午叶刈（闘 11)フ｝ー木造午唱叫

せ吼フl 唱 ojユ司 oj叶剋令いl フl 叶l 圧~ 旦ojセフl唱oj叫．ユ叫叶週令せ叶喝フl叫フ｝ヱ叫

粧せ王フl叫世恩叶l咽習晉手毀モス］吋せ司叫翌oj叶，国碧音豆 フl叫叫翌味叫琲呈

ユ叫ユ対l叶フl唱庄剋~ 咽咽到 立子叫フl叫号叫 卦吋科乳剋且仝暑子卦フl叶唱叫セ

せ~lフ｝烈叶．

卦召判ス~l 札フl叫フl叫叫l 叫剋せ子フ｝叫~~立豆召も』幽国叶吋呈叫暑 oj号剋・ 入j咽，

早冽l叫昔せ習，口l刈l翌王号吝，泥造盤築技法叫 号咽音 旦刊叫告 せ甜晉oj 対lフl国毀叶．
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01叫剋号咽晉名甘帝瓦斗世~o] 烈ユ， 翌入むl フl 斗

唱叶岳担輯01手号せ叶．盆蓋立豆刈豆岳ス｝豆フ｝旦告晋立豆ぶ1甘吾，ユ干叫

湖刈~71斗叫付立乳咆入おl 廿喝号l 疫立豆 71 叫モ!ct.

粧令いlフl訓刈l午叫刈｝号甘呈入~. 号を呈令｝， 乱を号， 令入d号011入1壼呈モl午叫入TI7}

叫丑せ叫.01刈フl斗令国刈岳OJ名を翌%1:ll哭さ回フl卦岳，主卦岳，咆卦翌，忍翌oj烈ユ，

せ叫午叩l叫ス~l叶フl 咀 011 入1 弁外吃咽み立豆セ吾甘呈入~. 苦を呈令｝，科を号

フl叫晉01烈叫.01フ｝を.1:,1号司音甘豆吋裔呈吾（闘 12).g. ス~l 卦フl 甘 011吋

午叩TI~ 号唱も｝スl尺，せ°よ名乎01司プll叶亘叫告号→釈l毀叫．ユ叫立

せ卦せ午訃入TIC圏 13ー①，②）そせ卦せ01 吾咀叫せ唱叫早 フにl咀~01スl 吐，

せ卦岳（圏 13ー①）を叫刈哭~01 岳苔屯晉符さ回判叶A 毀ヱ，せ唱叫咆卦岳（圏 13ー②）を

対l卦午炉l礼叶叫判対17:Jl叫船捻｝叶.o}釜叶外を苦011叶晉豆乳錢文午訃刈（闘

せ叫午国入l斗 ~l祉71 唱 01 号唱習音茨暑令蚊9-.

6 入81 フl 葱世斗湖ス~l7:Jlせ叫 フl叫き習豆叫暑

瓦陶兼業段階叫 号咽音吋卦司旦吋手叶

フl 叫告~ 築浪瓦叫咆唱唱フ｝港•入3号

ユ叫ユ

判刈閂l

号を豆入d

吾哨叫

昔せ翌

旦0戸l~,

せ叶君礼叶フl叫セ叶喝，

習豆叫景 oj毬牡入j咽フl唱oj

咎吋フト毀毀セスl手号甜01=習

01号翌入j習叫

牡入dフl測ス~l フl 叫叫

早7Jll叫

号咽01

を呈

礼叫

壱豆

14)圧

号 主フl

岳OJ

咆叶l入1セ咽そフl叫冬咆入おl忍卦叶．召奇訃入l叫

牡入れlフl叫苦国司咀子呵l翌習舗01=習乱01叶．

70培}7-ll 叶畔甘立豆吋主フl 叫唱ス~l卦℃ll吋呈フl背せ叫

吋汁フl唱立豆

01入171主

如 l叶．

4.6 入~lフl せ叫午平粋l 咆刊叫芍せ

1)午訃刈叫？令

フl叫咆子ス｝晉名-6 入~l フl せ叫 咆卦岳午訃入l暑 U訊~ 711,

寺叶叫甘王豆早E7 咽"8"J=号世合入｝令音そ且入l芍叫．

牲咆咽叶l号叫も｝ス］計，°阿l唱対剋咽フ1011吋早E7咆糾ゼ01

ヱT国7-Jl豆是弄卦ヱ

世豆ス｝セ判対l咆卦岳叫

弁咽卦啜叶セ外彗晉

利ス｝告

しlス
口ー

冴王司五1

乱叶．

せ叫叫 ヱ子司lll咆卦岳午叶刈告ユ 咆舟晉 ojr:阿l号oJ01=ざ｝セスlスj怠柊l社スl妥空叶．

咽背スl号ヱ子司咆卦せ午訃刈晉叫咽琲7} 弁~入｝卦旦豆ヱ子司叫牲咆晉

上原和卸告ユ子叫困卦oi1旦01告せ卦岳号子王科立豆せ卦さ回

音呈国告主フlユ子国翌卦茫午卦刈暑

ユス1召唱苓を

入l烈叶．ユ叫叶

咆卦茫叫召吾ス1~叶l入1 牲翌刈烈叶．否

困卦叫

ユT国

安岳 3立是 西側室被葬者 主人圏（岡 15),舞踊塚 壁謁（圏 16),長川 1立是 前室 （岡 17),

せ晏号を せ吾ス1 ~ 脅豆 咆糾せキ叫刈l叫 咆羮せ背叫号叶］ 旦01告

号国卦叶告外苔号甘毀叶．ユ叫ュ 01叫剋習斗合号奇叫

咆晏叫牲対lフト蚊叶告

雙楢塚（闘

甘癖省

18) 

酒泉縣 丁家 5
 
空墓 号叫

山東省 祈南掘像石 後漢墓叫

芍甜晉 叫司卦毀叶． o}音叫
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5 五～六世紀の新羅と周辺諸国の瓦

忍培スlせ告固卦叫 旦oj~ せス｝習 叫吾名~ 呈ス~l早E-1 叶叫叶呈判刈フloJl 弁咽司啜咀

卦号スl喝社斉°よ科立豆 O捻胆斗告召甜盆フ｝対lフl国叶ユ干叫社圭oj号ヌll,呈剖叫園吋烈

牲咆咽oj毀叶告手背正念頭甜早叶01=習嗅oj叶．

牡咀 ヱ子叶 ユぜ困卦叫せ叫 フl叫叫l 旦01 セ~ 翌碧—習 咆羮名号母 固原叫

北魏墓盆oJl入1王旦せ叶. oj 墓叶l 入i~ 雛斗，陶器銅帽号叶苦斗北魏係弁晉oj 習叫l

壱豆叫毀叶．号司漆棺叫平叫oJl毀ヒュ'fl(圏 19)名ヱ子叫因卦叫せ叫フl叫oJl旦01告

Y ス｝習咆筈翌叫弁—入｝司吋外豆叫牲咆入j音弁手社烈セス｝豆フ｝せ吐 oj 早唱叫早背吾

否叶1~ 外せ王 1fll旦刈o}咽王斗貨幣(457-483せ）フ｝壱豆国毀叫.01豆叫早叶咆替咽

せ卦せ名号判入l叫早司 ヱ子因，せ叫スl~oJl 弁咽さ桟訣！ せ妥立豆フ｝咽司吋王早叫翌•

手咽名 o}ig_嗅°団. 1?}叶吋舎翌推論01 巷咀乳叶~'せ叫叫翌昔唱咆卦岳（圏 4, 20)名

丑子叫叶01-フl-北魏岳OJ叫叫牲咆フ｝告入j音刈1フl社午蚊叶．号司咆替唱咆卦翌名

ユ子叫せ唱スl~叫琲咽慧壱豆咆卦せ午叫刈（圏 21)叫札舎剋ユ子叫ユ茫固卦愛固原叫

北魏墓叶l叶付立せせ入j晉旦01ユ烈叶叶手呈せ叫．

司卦叫甘叫 フl叫セ札琲叫巧阿l入1咽-<?.l付け01吋吋往来司吋 フl含晉吋午司令ラ召吼oj

烈叶．さ｝スl吐刈豆岳岳卦叫吋叫存豆賛叫叫卦告t:1l スl判oj 叶せ且仝叫吋スl叫王

咽叶卦せ号咽晉暑琲入1豆社叫も同凶晉 0枠胆；快弐n罹苦唱午毀叶．号司咆妥を丑フ｝叶

入l琲唱豆叶背き｝ユ号乱烈オl~卦卦ヱスl舎吋立豆世せき｝旦呈叫叫正俎叫俎符号

°膚卦告i:1] ]J炉辛 号且吋ス｝豆oj叶．叶号oj 司~ 丑フ｝叫翌§わせ村を手逍せ卦刑叫叫丑弄叫l

叫牡せ卦午号翌計 O}l.国， oj暑号ス戸団岳卦豆屯礼， 緞承卦毀セスl叫文化愛容oj国号

号且古ドに1咽訃粧叶．

2)~ 岐午訃刈斗咀ピ

せ叫 7]叫刊子ス｝号をせ叫叫司刈世咽音叫~l豆.6 入~l フl 葱逍咽叫l 早告嗅叶l 同意卦叶，

三國史記新羅本紀祗摩王 11年(122年）叫lフl叫7}l:l}"i料l甘翌 71号音ユ叫豆唱セ外甘を

ユ叫 穏スl蕎叫．古トスl世 oj叫ユ叫粧せ正告ユ子国7} 4 入~l フl 01礼oJl 叫刈フl叫暑

ス~l卦込培}~ 入｝毬司啜ユ， mi~l王翌吋フl早司せ耳卦立豆フl叫暑~ 刈全炉烈叶吾入｝彗， 5 入~lフ阿l

oj旦叫豆7]フ1-l:lj叫吋立豆 喝恩卦セせ111唱暑製叶外告吐唱焚oj叶. oj司翌入卜彗音

号叫料叶咆せ叫フl叫叫世咽刈フl告喝咆司告叫旦セ~ 疫oj 習叫卦 oj 叫立~ 咽訃粒叫．

フl色·oJl せ叫フl叫到世ん炉l フl 暑~ 美711 旦告剋せを 日本書紀叶l 旦01~ 替丑叫杜琲斗

フl叫フl含01習力ll吋甜翌叶告フl号晉号豆入l司啜フluJ1翌01叫-Jl咽叫剋叶．ユ翠スl咀立子吋，

圃ス~l フ1- 4-5 叶l フl咽社考晉叫l 国刈フl叫碧~ 入卜8卦啜叶告唱子召叫晉咽習豆唱o}晉01~

乳人l{l 叶l叶，せ叫せ 6 入~l フl 叶I oJ旦叶 国刈フl- 世咽司啜叶立~ 旦~ 疫を~ 替吋叫卦叶立

咽斗せ叶．せ叫フl叫咆子ス｝晉oj フl 叫苺毛~ 国刈世咽晉 6 入~l フl豆旦~ 召甜告叫刈フl叫叫

壱剋号 昔正外咎叫咽そ叫叫l暑—召01 克虹斗告工咽牲怜 oJl 刈叫晉早毀フl 叫lゼ01 叫． 替五叫
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号せ叫咽oJl入1弁唱宕l入｝到苺ロトせ晉曳毀屯せ叫令ラ昔玉1社考遍旦叶号過叫世o}社遍叶l

フl叫 芸名~ 訃刈詈 せス1 外号司啜叫告 唱ス｝叫 フト習叶l告 咆習oj 叙叶． フl叫叫

入卜§-oj 彗五じ札奇晉見叫 召週そ斉晉oJl せ咽叫毀叫告 そ甜尋「 令苦卦7]告 O唱スl

甜叶． フl叫せ子叶l入1 刈牲~o]ユ習叫卦刊吋召o] 喝習o] 烈音oJl正替子司五［せ計召晉

フ杯lユ晉唱卦セス｝入~lセ止揚甜oj: 植嗅ojヰ．

せ叫叫ヱ子国対lフl叫告殖入d甜ス｝叫裂唇外スl壱豆晉o]叫豆茫l叫．ユフ｝を叶l唱俎甜スl―

奢豆咆卦茫午訃入l告ユ咆辛oj~日 <?__lスl 陪逗司¥怠午紋スl吐，妥翌叫習琲叫ス~l卦フl 唱 ，

ユ叫ユ豆君吋王号音召刀豆咆子ス｝晉名ユ子叫刈豆せ咽翌叫.oj司吋訃入胆告恐唇外スl

It1l斗早スloJl入1正音豆叫スl甜毀ヱ，習ス胆77}スl立科 剖入j甜ス怜11 入1せを呈国き習~o]叶．

。同翌外彗晉社吐牡叶;1 o] 叩l叫ス~l卦？叫告苓唇外スl をそ咆叫対 6 入-11 フl 号唱 o]~o]

卦丹咀嗅oj ユ， ,J,.J~咆琲告 6 入-11 フl そl月賛l 早0王早叫告叙音妥卦叶．号ス}~。l 叶芍

哨叶音普入j甜ス阿l叶壱豆司セ咆到せ午叫刈フ｝をi::-11 フ｝咽主旦科せlll叫午国刈甘手叶l

早ヱ盈叶．琲叶卦せ手せ早叫口l今せ対叫午唱，ヱ斗叫せ妥翌，ユ叫ヱヰ邑弁卦スl叶l外

を豆国立烈スleJ-名科叫， OJ社~ 烈711 司叫剋 晏翌叫付訃冤国社翌号o]唱引ユ叶

フl叫晉叫叶豆フl叫翌oj叫. o}裔叫 oj 叫削~ 習斗叫 咆到翌午訃入lセ 5 入~l フl 平引琲叫

豆フl晉叫吾咀国ユ烈叫セ刈合l圧~ 入l 人｝も｝告~ 叶7}ヨ叶．

翌咀ユ干図対l 叩lセ塔吾外咎そ晉フl 習立豆三lガl 芍立さ｝セ遵， 羮望~ 習~o] フlそ叫

付訃哨子正叶l叶羮翌叫晋せoj 甘Z腟l斉仝卦告仝辛1:!_濁Jo]三習琲豆屯卦芍叫.oj 

咀叶晉を魔瓦早スl 叶l 入1 壱豆叫毀立旦豆恐吾外る屯芸をユ oj~ 刈7]叶l対l叶叫毀晉

7良忍型王洲ス~l唱令叙叫．号司 Y ス｝唱岩せ.o] 入l叫召叫刈唱（圏 20)を 1 習oJl

替叫幽卦吋ス~l司咆叫習咽叶l せ号晉フl甜 oj: 翌叶. oj 咀名召引スl~oJl吋弁咽翌 Y ス｝翠

告牡音フ}~ 咆羮覗咀琲叫ヱ子叫ユ是固到到咆奨~ ユ叫立~ 号可~ ヱ舟図号判旦裂牲叶l

旦o]告咽琲叫叫せ咆炉l手丼せ叶．

吋金剋ヱ子国lllせ叫午叩lセ頷蓋古璽せ吋（圏 22)叫音呈互2oJ]叶旦o]告嗅司唱

咆癸叫社翌叫習琲フ｝付召習晉 oj早叶 7J咀習晉~ 三叫叫セ且仝暑旦剋叫．卦ス11?1oj 

咀叶叫 7]斗号音咽せ牡窯址フ｝三叶叶スl封o}咆子叶l叶叶音音歪叶.7]叫~l叶仝セ喝刈

る玲l晉oj 人H料怜因呈フl晉 tl]妥粒咽賛号フl晉叫フト叶咽せ苦晉名~ 叫叫丑弄叫糾やl料~ 暑周

そ叶ス｝豆ojフl呈卦叫．

訓対lll] 午叫入l叫ス~l卦フl唱を早フ｝スl 習斗晉旦o]告卦l, 一本造叫刀l判喝フl~叫令唱o]

号入阿l 旦恩叫． 吋スド三ス~l卦フl ioJl入1 を付フl叫 翌咆国スl吐，岳°よ名をそフl 唱晏叫 宅祖oj

烈叶．営叶スl卦卦啜叶刈叫音忍刈フl 司吾せ入~. 咽スlせ弁屑，入1習入団，叫暑入戸l苔心11叶

音豆叫セキ叩l盆9セ咆羮翌叫岩せojせ叫到 tlJJ芍lオl令叫刈叫日l五Iざ回，妥翌昔せ到

手岳o]叶卦国告翌社晉旦唱立豆刈せ叫午訃刈告令札フl旦叶せさかせオl慧フ怜テ入j呈毀叶
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旦せ叶（圏 23)01斗習叫l せ叫フl斗ス~l卦フl 唱を翌入j フl 叫国刈柊斗せ茫じ炉l 旦01 フl 叫茫叶l

対l卦刈フl暑音札フl 号唱叶l 早主召甜セ令咽司叶01= 習嗅oj叫．翌立豆~ 号そフl叫吋フl

升叶スl 苓を剋入訂l叫世7] せ7'11 弁卦ス阿l刈叶刈晉oj 音豆せ叶せせ叫•スlQ:j 午叶入l叫

湛咽咆叫斗丹君乳洲唱晉召叶過午蚊晉嗅立豆フl叫坦叫．

日l号手邑01 フl~ さトスl咀せ叫国刈叫音翌刈フlセ 5 入~l フl 卒剋·oJl吋 6 入~l フl 主豆平む邑晉

習咽琲早叶王早叫告紋叶ユ咽zt~叶．ユ叫ュ o]叶翌唱咽をせ叫叫叶刈フl叫7}令せフl

弁吋ス阿l入1 晉呈国告訃刈晉旦叶せ咽習斗音午毯司吋対l卦国毀晉フト岩ぐわl 笠叫セ~ 刈令阿l

叶号音岳叶. o}苦叫音札7] フl 叫セ~ せ°よ01 吐咽国立~ 干付せoj 咽ス~l叫毀晉~ 晋軋 o}叶叫

対l卦フl唱立豆旦国叫正ゼ盆卦剋唱吋せ7'11oJl 召叶晉毀屯習晉~ 恐王司・Jl.乱叫．

5. 叶早叫

唱ス｝告せ叫叫手円刈l母叫フl 叫暑~ 召呈司啜叫．フl舎剋~ 叫%oJl~ 咽糾粧号7i晉ス~l 刈も｝スl

妥牡早逹王烈毀吾音 是認牡叶．さトスlせせ叫叫号逍ス阿l吋音呈国セ 卦刈セ 号せフl叫

フlそ 音呈 叫刈旦叫礼咽世刈oj旦豆 フlそ叫咀せ せ名 ス狙立詈且計叫． 叶子叶 卦己叶~~

咽手刊己弁卦ス]7} 甘吾晋立豆 ~All叫せ咽叫喝01 奢呈叫ユ烈叶せ叫叫哨叫壱習を

フlそ到 咀せ咀 6 入~l フl 想フl旦叫も月乱習 7}告入aoi1 早外l暑 Li粧叫．園豆ス｝告子え~l 卦

晉吾旦叶習斗卦思想号号刈さ回せ叫叫卦ス~l 7'11午叫刈き号ぞい］ フl旦叶 o]邑せ7'11~

7}岩な入』号~ 刈lフl司啜叫. oj 対名~ 習よ卒~ 吋叫日l牲oj ス~l フl 唱 7}悟入j王毀スlせ翌立豆叫ス~l叫

丑呈司入1晉叫号手スlQ:j叫弁科唱吾音暑甜旦叶叫令芍者外藷oj旦そ｝国フl晉 フl叫芍叫．

スl廿7J戸l せ叫叫手逍ス~l丑叫フl 叫叶l~琲召豆吋』苔音社手叫且叶卦吋旦ス｝唱叶音叫

せo]咽叫せ叫．

1. 到人j甜ス阿l刈 壱豆乳 ヱ子叫叶l,碑刈閂l 叫刈図 壱咀名 6 入~l フl 1/4 是フl 芸を 5 入~l フl

卒屯召刀杯l,).cf到習フ｝告-.J..j呈嗅旦司叶．

2. フ］号晉唱ス］鴇セ叫習ス］叫王~ 咆子ス｝セ せ叫叫l叶咀世フl叫到外毬016 入~l フl せ屯立豆

旦告召甜告午咽晉且翌叶．王翌痘立豆 咽フl叫湛咽合号咽刈フloi1 翌咽晉~ 早ス］唱ヱ

ヱヱ卦卦導舌入j叫叶lフl咀ざ回 咆琲令咽晉 甜01=社疫01叶．

3. 71斗叫 All叶叫ス認l外唱叶そ一本造セ号奇，叶喝，剋奇，唱せ叫咆子ス｝晉01刈甘司

召豆甜01= 習嗅°回，。同粧フl 唱名~ ユ琲翌粧丘oi1入1叶碧，剋．入jフl剖スtせ叫主フlフl叫叫l
習冽l旦剋ヰセ 習晉唱早oi1早叶01=腎 嗅01叶．

4. 礼叫告 6 入~l フ］ 主唱°ぼ叶l 立子叫刈 ， 剖 All 7'11 フl 叫フl含音~ 午号司吋逍卦世礼音

正旦卦毀ユ， 6 入~1 71 号唱 oJl 告 ユ子己旦l叫せ翌叶 01 壱習卦毀告音 対711 丘l 毀叶. EE空

せ叫叶］入1弁咽卦毀剋エ子司7'11 せ到せ名号判刀｝ス]5こ弁咽卦啜屯呈E旦国フ｝告令｝正

ス~l フl卦啜叫．謗名叱正晉 叫モ虹斗．
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